
平成25年２月定例会

総括質問 市政を問う

HPアドレス http://www.city.mihara.hiroshima.jp → 市議会 → 会議録検索

　今定例会では３月６日、７日に総括質問が行われ、10 人の議員が質問に立ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　掲載事項は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　詳細な内容は、会議録を製本の後、三原市議会事務局、市役所情報公開コーナー、
三原市中央図書館に置いています。また、三原市ホームページでも閲覧できますので
ご覧ください。（会議録の製本には、議会終了後おおむね３カ月を要します。）
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問  

平
成
25
年
４
月
か
ら
変

更
が
行
わ
れ
る
ご
み
収
集
に

つ
い
て
市
民
の
不
満
は
日

に
日
に
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
①
１
リ
ッ
ト
ル
１
円
は

経
済
的
な
負
担
が
重
過
ぎ

る
。
不
法
投
棄
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。
②
分
別
の
変

更
は
市
民
、
特
に
高
齢
者
の

不
安
が
大
き
い
。
③
資
源
化

ご
み
の
分
別
は
市
民
も
行
っ

て
い
る
が
、
収
集
に
１
台
の

パ
ッ
カ
ー
車
で
資
源
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
か
。
④
支

援
措
置
、
子
育
て
支
援
、
お

む
つ
排
出
支
援
の
実
施
予
定

は
。

答  

①
１
リ
ッ
ト
ル
１
円

は
、
全
国
で
有
料
指
定
袋
を

採
用
し
て
い
る
自
治
体
で
最

も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
価

格
で
あ
る
。
不
法
投
棄
の
防

止
は
、
防
止
看
板
、
監
視
カ

メ
ラ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
努

め
て
い
く
。
②
分
別
の
変
更

は
、
特
に
瓶
と
缶
類
の
回
収

日
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い

て
、
説
明
を
続
け
て
い
る
。

③
分
別
の
種
類
ご
と
に
収
集

を
行
え
ば
、
選
別
作
業
の
効

率
化
に
つ
な
が
る
が
、
収
集

運
搬
費
の
大
幅
な
増
大
を
招

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
再

資
源
化
と
ご
み
処
理
経
費
抑

制
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

現
在
の
収
集
方
法
を
行
っ
て

い
る
。
④
配
布
は
４
月
後
半

か
ら
順
次
案
内
す
る
予
定
に

し
て
い
る
。

問  

東
部
共
同
調
理
場
に
お

い
て
、
５
，
５
０
０
食
の
調

理
を
開
始
し
て
半
年
が
経
過

し
て
い
る
。
①
東
京
で
チ
ヂ

ミ
を
食
べ
て
死
亡
事
故
が
起

き
て
い
る
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

問
題
、
発
症
例
は
な
か
っ
た

の
か
。
②
食
材
の
産
地
の
情

報
、
地
産
地
消
の
現
状
は
。

③
調
理
員
、
栄
養
士
の
対
応

と
人
員
確
保
に
つ
い
て
。

答  

①
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

つ
い
て
は
、保
護
者
、学
校
、

調
理
場
の
３
者
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。
除
去
食
は
個
人

ご
と
の
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
で

配
送
し
、発
症
事
例
は
無
い
。

②
地
産
地
消
は
、
三
原
市
産

の
割
合
は
、
重
量
ベ
ー
ス
で

約
30
％
、
今
後
50
％
に
上
げ

る
べ
く
農
林
水
産
課
と
の
連

携
、
三
原
農
協
等
の
生
産
供

給
体
制
づ
く
り
の
協
議
を
し

て
い
る
。
産
地
は
調
理
場
で

把
握
で
き
て
い
る
。
今
後
は

食
材
の
産
地
情
報
に
つ
い
て

も
、
学
校
、
保
護
者
に
知
ら

せ
る
工
夫
を
し
て
い
く
。

③
常
勤
調
理
員
、
非
常
勤
調

理
員
、
臨
時
調
理
員
を
含
め

54
名
が
在
籍
し
て
い
る
。
突

発
的
な
年
休
や
病
休
で
苦
慮

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
適
切

な
人
員
配
置
が
行
え
る
よ
う

努
め
る
。

　
栄
養
士
に
つ
い
て
は
３
名

で
行
っ
て
い
る
。
次
年
度
も

体
制
を
維
持
し
た
い
。

問  

昨
年
12
月
に
老
朽
化
し

て
い
る
大
規
模
住
宅
団
地
の

下
水
道
接
続
は
、
当
該
団
地

と
の
協
議
の
成
立
を
前
提

に
、
経
済
性
・
優
先
性
を
考

慮
し
、
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン

な
ど
の
簡
易
な
浄
化
槽
設
置

や
、
公
共
下
水
道
へ
接
続
し

て
い
く
と
の
説
明
が
議
員
全

員
協
議
会
で
あ
っ
た
。

　
ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
を
例
に
挙

げ
て
、
既
存
の
大
規
模
住
宅

団
地
へ
の
下
水
道
接
続
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
費
用
負

担
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
の
か

答  

将
来
に
向
け
た
人
口
減

や
節
水
型
な
ど
社
会
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
事
業
計
画
を

見
直
し
た
。
市
街
化
区
域
内

の
下
水
道
整
備
は
、
優
先
的

に
推
進
し
て
い
く
。

　
一
方
で
全
体
区
域
内
の
既

存
集
合
団
地
の
汚
水
処
理
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
公
共
下

水
道
接
続
に
つ
い
て
も
、
適

正
な
地
元
負
担
の
も
と
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
の
場
合
地

元
協
議
を
前
提
と
し
て
来
年

度
既
存
の
汚
水
管
の
状
況
調

査
な
ど
行
い
、
課
題
を
整
理

し
、
地
元
の
費
用
負
担
な
ど

検
討
し
、
同
時
に
国
、
県
と

協
議
の
う
え
、
市
街
化
区
域

内
の
整
備
推
進
と
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
慮
し
進
め
た
い
。

問  

統
合
で
多
く
の
小
学
校

が
閉
校
に
な
り
、
跡
地
・
校

舎
の
活
用
は
、
地
元
協
議
の

う
え
検
討
さ
れ
既
に
半
数
近

く
は
決
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
中
国
・
中
四
国
・
西
日
本
・

全
国
大
会
な
ど
本
市
で
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る
際

に
、
い
つ
も
宿
泊
施
設
に
困

り
、
一
部
は
市
外
へ
の
対
応

な
ど
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

閉
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
宿

泊
施
設
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
に
利
用
で
き
る
施
設

に
し
て
は
ど
う
か
。

答  

小
学
校
の
統
廃
合
に
伴

う
、跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、

優
先
順
位
と
し
て
、
公
共
活

用
、
地
元
活
用
、
民
間
活
用

の
３
つ
の
活
用
方
法
を
基
本

に
地
元
に
提
示
し
て
い
る
。

　

宿
泊
施
設
へ
の
活
用
は
、

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
誘
致

の
優
位
性
・
雇
用
・
地
域
の

活
性
化
へ
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
稼
働
率
や
維

持
管
理
費
等
の
諸
課
題
へ
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
学
校

跡
地
活
用
は
、
引
き
続
き
地

域
と
協
議
を
し
な
が
ら
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

ご
み
収
集
の
問
題
に
つ
い
て

既
存
大
規
模
団
地
の
下
水
道
接
続
に
つ
い
て

高た
か

木き 

武た
け

子こ 

議
員

岡お
か

本も
と 

純じ
ゅ
ん

祥し
ょ
う 

議
員

東
部
共
同
調
理
場
に
お

け
る
対
応
に
つ
い
て

統
合
で
閉
校
に
な
っ
た

小
学
校
の
活
用
は

ダイヤハイツ
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問  

文
科
省
の
い
じ
め
実
態

調
査
に
対
す
る
回
答
は
ど
の

よ
う
に
報
告
し
た
か
。

答  

本
調
査
は
、
調
査
項
目

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

調
査
結
果
を
詳
し
く
説
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
各

学
校
か
ら
の
報
告
に
よ
る

と
、
実
態
を
踏
ま
え
た
適
切

な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
状

況
が
報
告
を
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
当
初
か

ら
今
回
の
調
査
時
点
ま
で
の

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
小

学
校
、
中
学
校
で
計
７
件
で

あ
る
。

問  

定
期
的
な
点
検
は
。

答  

各
学
校
に
お
い
て
は
、
県

教
育
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
た

点
検
項
目
に
基
づ
き
、
定
期

的
に
点
検
を
実
施
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
調
査
に

つ
い
て
も
、
各
学
校
に
点
検

項
目
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ

く
点
検
を
求
め
る
と
、
県
の

ほ
う
へ
回
答
し
た
。

問  

い
じ
め
の
定
義
は
。

答  

い
じ
め
と
は
当
該
児
童

問  

２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
３
月
、
１
市
３
町
が
「
新

設
合
併
」
し
、
新
市
が
誕
生

し
た
。

　

新
市
建
設
計
画
が
基
の

「
海
・
山
・
空　

夢
ひ
ら
く

ま
ち
」
を
理
念
と
す
る
長
期

総
合
計
画
に
沿
い
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
財
政
状
況
を
含
め
、
現
状

と
課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
新
市
の
一

体
感
や
均
衡
あ
る
発
展
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
問

う
。

答  

２
０
１
４
（
平
成
26
）

年
度
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据

え
た
長
期
総
合
計
画
を
指
針

と
し
、
六
つ
の
施
策
大
綱
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
人
が
ふ
れ

あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま

ち
で
の
、
市
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

は
じ
め
、
新
市
が
活
力
に
満

ち
、
安
心
・
安
全
で
住
み
続

け
た
い
活
力
あ
る
三
原
の
実

・
生
徒
が
一
定
の
人
間
関
係

の
あ
る
も
の
か
ら
心
理
的
、

物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
精
神
的
な
苦
痛

を
感
じ
て
い
る
も
の
と
定
義

づ
け
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
同
様

の
認
識
に
た
ち
、
い
じ
め
ら

れ
た
と
す
る
児
童
・
生
徒
の

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問  

入
札
制
度
の
実
施
時
期

は
。

答  

中
国
電
力
と
の
契
約
条

項
に
、
契
約
後
１
年
経
過
し

現
を
基
本
姿
勢
と
し
て
き

た
。

　
財
政
状
況
は
、
前
年
度
末

で
地
方
債
残
高
は
６
３
１
億

円
（
内
臨
時
財
政
対
策
債

１
４
６
億
円
）、
財
政
調
整

基
金
等
４
基
金
残
高
は
83
億

円
で
あ
り
、
健
全
な
財
政
運

営
を
行
っ
て
き
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
均
衡
あ
る
発
展
等

に
つ
い
て
は
、
道
路
網
の
整

備
を
は
じ
め
情
報
通
信
基

盤
、
上
下
水
道
の
整
備
や
施

策
の
全
市
的
拡
大
な
ど
に
よ

り
、
新
市
の
基
盤
づ
く
り
は

進
ん
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
市
建

設
計
画
に
つ
い
て
は
、
事
業

着
手
を
見
送
る
事
業
も
出
て

な
い
と
遡
っ
て
精
算
が
必
要

と
な
る
。
１
年
が
経
過
す
る

今
年
12
月
を
目
途
に
、
入
札

の
時
期
を
検
討
す
る
。

問  

入
札
制
度
導
入
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  

メ
リ
ッ
ト
は
電
気
料
金

の
削
減
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
特
に
な
い
。

問  

入
札
制
度
に
よ
る
削
減

効
果
は
。

答  

経
済
産
業
省
が
公
表
し

て
い
る
資
料
に
よ
る
と
、
予

定
価
格
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
価

格
で
落
札
さ
れ
た
例
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

  

東
部
共
同
調
理
場
は
今
年

９
月
で
稼
働
開
始
か
ら
１
年

と
な
り
、
年
間
の
電
力
の
使

用
状
況
も
明
ら
か
と
な
る
た

め
、
電
力
調
達
入
札
の
実
施

を
含
め
、
適
切
な
電
力
契
約

を
行
い
、
経
費
削
減
に
努
め

る
。

お
り
、
見
直
し
を
含
め
新
旧

課
題
へ
の
対
応
な
ど
将
来
を

見
据
え
た
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
。

問  

第
１
工
区
に
つ
い
て
は

一
定
の
整
備
は
で
き
て
い
る

も
、
未
着
工
の
第
２
工
区
が

課
題
で
あ
る
。

　
当
地
区
の
高
潮
対
策
や
防

災
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
つ

い
て
、
計
画
の
変
更
が
検
討

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
な
か
で
計
画
の
大
規

模
災
害
時
の
防
災
拠
点
空
間

に
つ
い
て
、
平
時
の
新
た
な

賑
わ
い
づ
く
り
提
言
も
あ
る

と
聞
く
が
、
本
市
の
考
え
は

ど
う
か
。

答  

県
で
は
、
災
害
発
生
時

の
防
災
拠
点
の
整
備
、台
風・

高
潮
対
策
及
び
放
置
艇
対
策

に
取
り
組
む
た
め
、
港
湾
計

画
の
変
更
を
検
討
す
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
実
現
を
め
ざ
し
、
県
や
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
新
た
に
創
出
さ
れ

る
防
災
空
間
を
活
用
し
た
賑

わ
い
づ
く
り
は
、
提
言
を
も

と
に
、
三
原
な
ら
で
は
と
言

え
る
も
の
と
し
た
い
。

三
原
市
内
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
の
実
態
は

合
併
後
８
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
は

電
力
の
競
争
入
札
の

実
施
は

松
浜
地
区
の
港
湾
整
備
は

政ま
さ
平ひ
ら 

智と
も
春は
る 

議
員

岡お
か
㟢ざ
き 

敏と
し
彦ひ
こ 

議
員
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